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Myagmarjav Gantumur

報告書などを分析すると、一定以上の成果が上

がっている反面、ハード面では学生の活動時間の

確保と交通費などの問題と、これが受入れ校の固

定化にも影響している可能性が指摘され、受入れ

校・内容の多様化や交通費の支給が要求されてお

り、ソフト面では、受け入れ態勢の不十分さ・活

動内容の不明瞭さによる戸惑いやフラストレー

ションが挙げられ、コミュニケーションの活発化

が課題として繰り返し指摘されていた。

連携不足による手持無沙汰の解消などの必要

最低限のコミュニケーションに加え、供給者であ

る学生の学びを深化する 教員とのコミュニケー

ション、制度さらに発展させていく関係者全体レ

ベルでの意思疎通とが機能していく必要がある

が、意思疎通の充実が求められているにも関わら

ず機能していない原因の検討と次善の策の模索

とが本論の課題と確認した。

第３章 学生サポーター制度の実践

第３章では、第 章までの検討を経て得られた

考察を 小学校教員と学生への質問紙調査と聞

き取り調査を中心とした学校現場の視点から、両

者の認識の違いに着目して再検討し、現実的次善

策を探索する実験的手法として、制度の運用体制

などで共通項を持つ他の制度の事例を牽き考察

を試みた。

結果見出されたのは、活動内容の不明瞭さとい

う課題意識では一致しながら、学級担任は意思疎

通の構築を重要な課題と捉えていないという意

外な結果であった。

さらに、現場の教員が学生サポーターに最も期

待されている役割は「ナナメの関係での子どもと

の関わり」などではなく「誰でもこなせる作業の

処理」であるという見解が示されるに至った。

「役に立ちたい」学生サポーターに対し、期待さ

れていたのは敬遠されがちな事務作業であり、学

生の互酬性が揺らぐかに思われたが、同時に提示

された事務作業に見出し得る教育的意義によっ

て、これらが両立することが改めて確認できた。

意思疎通の構築と制度のさらなる発展は、学生の

意思表明に委ねられていることが示されたこと

から、期せずして学生のボランティア性が重要な

要因となることも明らかになった。

終章 本論文の成果と課題

本研究では、序章ならびに第一章を通して、日

本における学生学校支援ボランティアの興隆と

その変遷を整理し、多様化する学生ボランティア

の中での福岡市「学生サポーター制度」の位置づ

けについて明らかにした。

第 章で先行研究と既出のデータを用いて、学

生サポーター制度の成果と課題について検討し

たのち、第 章において学校現場での調査によっ

て得られた情報に照らし、現場視点からの再検討

を行った結果、前章の検討では明らかにできなか

った問題の背景に迫る示唆を得ることができた。

また、今回実験的に行った類似他制度との比較

という検討手法を通じて、学生サポーター制度の

みの分析では得られなかったであろう考察を得

ることができ、章末での命題に対する次善策の提

示をもって本論とした。

現場視点の分析によって考察が深まる事が示

されたことで、何らかの制度を論じるうえでその

当時者を対象とした調査などを考察に加えるこ

との重要性、ならびに第 章の類似他制度の分析

を通じて、当該分析が研究手法として有意義にな

りうる可能性が示唆された点についても、本研究

の収穫としたい。

本研究の課題としては、本研究分野においては

比較的網羅的に検討を試みたものであるが、その

反面、個々の検討要素については、総じて薄く不

完全な部分が多い点。また、第三章の検討で研究

としての可能性が感じられた分、検討材料の少な

さ・不完全さという点で大いに課題を残した。よ

り充実した資料と手法をもってさらなる検討を

行うことを今後の課題としたい。
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